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(57)【要約】
【課題】コンクリート量を減らすと共に、鉛直支持荷重
及び水平支持荷重の大きい基礎構造を提供する。
【解決手段】基礎構造は、地山型枠１６で構築され、鉛
直荷重ＰＶを地盤１４に直接伝達する扁平基礎梁１０と
、扁平基礎梁１０に形成されたドロップハンチ１２と、
を有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地山型枠で構築され、鉛直荷重を地盤に直接伝達する扁平基礎梁と、
　前記扁平基礎梁に形成されたドロップハンチと、
　を有する基礎構造。
【請求項２】
　前記扁平基礎梁の交差部は、
　杭又は地盤改良体に支持されている請求項１に記載の基礎構造。
【請求項３】
　前記扁平基礎梁は格子状に形成され、
　格子状とされた前記扁平基礎梁で囲まれた前記地盤の上面には、構造部材は設けられて
いない請求項１又は２に記載の基礎構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基礎構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建物の基礎には、例えば直接基礎、杭基礎、パイルドラフト基礎等があり、それぞれ下
記課題を有している。
　直接基礎には、柱の下部に独立のフーチング基礎を設ける構成、或いは、基礎梁の下部
に基礎梁の幅より大きい幅の布状のフーチング基礎を設ける構成がある。しかし、フーチ
ング基礎を設けることにより、躯体数量が増大し施工の手間が増す。
　杭基礎は、基礎梁の重量を含めた全ての重量を杭が負担するため、パイルドラフト基礎
に比べ杭本数が増える。
　パイルドラフト基礎は、基礎梁に替えてマットスラブを採用した構成である。マットス
ラブにより、建物重量の一部を支持地盤に直接伝えて負担させるため、杭基礎に比べ杭の
本数を減らすことができる。しかし、コンクリートを含めた躯体数量が増大する。
【０００３】
　このように、従来の基礎構造は、いずれも、支持力を確保するには躯体数量が増え、施
工の手間が増大していた。このため、基礎梁の施工の手間を簡略化する技術が提案されて
いる（例えば特許文献１）。
【０００４】
　特許文献１は、地盤に土質改良剤を混合し、土質改良剤の硬化後、硬化した地盤に凹溝
を掘削して地山型枠とし、掘削された凹溝内に鉄筋を直接配設し、コンクリートを打設し
て地中梁（基礎梁）を構築する構成である。これにより、型枠を不要とし施工の手間を低
減している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平０３－９６５２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１は、梁成が高いのでコンクリート量が多く、また、鉛直支持荷重を
増すことができない。更に、特許文献１の基礎梁の下面は、フラットとされているので、
基礎梁の軸線方向の地震時の水平荷重を受けることができない。
【０００７】
　本発明は、上記事実に鑑み、コンクリート量を減らすと共に、鉛直支持荷重及び水平支
持荷重の大きい基礎構造を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の発明に係る基礎構造は、地山型枠で構築され、建物の鉛直荷重を地盤
に直接伝達する扁平基礎梁と、前記扁平基礎梁に形成されたドロップハンチと、を有する
ことを特徴としている。
【０００９】
　請求項１に記載の発明によれば、地山型枠で構築された扁平基礎梁により、建物の鉛直
荷重が地盤に直接伝達される。また、扁平基礎梁の梁幅は梁成より大きくされており、接
地面積が確保されるので、大きな鉛直荷重を扁平基礎梁に負担させることができる。
　また、ドロップハンチに、扁平基礎梁の軸線方向に作用する水平荷重を負担させること
ができ、水平支持荷重を大きくすることができる。更に、ドロップハンチで梁成を最適化
することにより、扁平基礎梁のコンクリート量を低減することができる。
　なお、ローム層等の地山型枠の構築に適した地盤では、地山型枠で扁平基礎梁を施工で
き、施工の手間を低減することができる。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の基礎構造において、前記扁平基礎梁の交差
部は、杭又は地盤改良体に支持されていることを特徴としている。
【００１１】
　請求項２に記載の発明によれば、扁平基礎梁の交差部を支持する杭又は地盤改良体によ
り、建物の鉛直荷重が、扁平基礎梁と分担して負担される。これにより、鉛直荷重が大き
い建物にも適用することができる。
【００１２】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の基礎構造において、前記扁平基礎梁
は格子状に形成され、格子状とされた前記扁平基礎梁で囲まれた前記地盤の上面には、構
造部材は設けられていないことを特徴としている。
【００１３】
　請求項３に記載の発明によれば、構造部材が、格子状とされた扁平基礎梁で囲まれた地
盤の上面に設けられていないので、躯体数量を低減することができる。また、扁平基礎梁
で囲まれた地盤を、設備ピットや仮設の機材置場等に利用することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、上記構成としてあるので、コンクリート量を減らすと共に、鉛直支持荷重及
び水平支持荷重の大きい基礎構造を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】（Ａ）は本発明の第１実施形態に係る基礎構造の基本構成を示す斜視図であり、
（Ｂ）はそのＸ－Ｘ線断面図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る基礎構造を構築する地山型枠を説明するための斜視
図である。
【図３】本発明の第２実施形態に係る基礎構造の基本構成を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
（第１実施形態）
　図１、図２を用いて、第１実施形態に係る基礎構造について説明する。
　図１（Ａ）の斜視図、図１（Ｂ）の断面図に示すように、基礎構造は、扁平基礎梁１０
を有している。扁平基礎梁１０は、図示しない建物の下に構築され、建物の鉛直荷重ＰＶ
を地盤１４に直接伝達させる。
【００１７】
　扁平基礎梁１０は、鉄筋コンクリートで構築され、端部の梁成ＨＥ、及び中央部の梁成
ＨＤより梁幅Ｗが大きい扁平梁とされている。
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　梁幅Ｗは、直接基礎として、建物の鉛直荷重ＰＶを支持するのに必要な支持力を確保で
きる幅に構築されている。具体的には、従来の一般的な基礎梁の梁幅が１ｍ程度であるの
に対し、扁平基礎梁１０の梁幅Ｗは、３ｍ～４ｍ程度に構築されている。
【００１８】
　また、扁平基礎梁１０の長手方向中央部の底面には、両端部の梁成ＨＥより梁成ＨＤが
小さい、ドロップハンチ１２が形成されている。即ち、梁成ＨＥ、ＨＤは、扁平基礎梁１
０に発生する応力の大きさに応じた成に形成されている。これにより、必要強度を維持し
た状態で、躯体数量の低減を図ることができる。
　ここに、基礎構造における躯体数量とは、コンクリート、型枠又は鉄筋の各量をいう。
【００１９】
　また、ドロップハンチ１２の両端部には、ほぼ鉛直方向へ向けた側壁１８が形成されて
いる。これにより、扁平基礎梁１０の軸線方向に作用する水平荷重ＰＨを、側壁１８に負
担させることができ、大きな水平支持荷重を確保することができる。
　なお、端部の梁成ＨＥ、中央部の梁成ＨＤの寸法は、建物の鉛直荷重ＰＶや地盤１４の
強度等により適正値に決定される。
【００２０】
　また、格子状とされた扁平基礎梁１０に囲まれた部分には、地盤１４Ｄが残され、地盤
１４Ｄの上面と、扁平基礎梁１０の上面がほぼ同一面とされている。
　地盤１４Ｄの上には、構造体は設けられていないので、地盤１４Ｄを、扁平基礎梁１０
の上に構築される構造体（建物）と縁を切った、ピットや仮設の機材置場等を設置するス
ペースとして利用することができる。
　なお、扁平基礎梁１０に囲まれた地盤１４Ｄの表面積と、扁平基礎梁１０の表面積の割
合の目安は、５０％程度が望ましい。
【００２１】
　図２に示すように、扁平基礎梁１０は、地山型枠１６を用いて、平面視が格子状に構築
されている。即ち、扁平基礎梁１０は、交差部１０Ｅを、直線状に結ぶ通り心に梁部が構
築されている。ここに、地山型枠１６とは、型枠位置まで掘削された地盤１４を、型枠代
わりに用いた地盤をいう。
【００２２】
　ここで、地山型枠１６による扁平基礎梁１０の施工手順を説明する。
　なお、ローム層などの良好な地盤（例えば、地盤の長期許容支持力で建物の鉛直荷重を
支持できる地盤）においては、掘削した地盤をそのまま型枠として用いることができ、型
枠を省略できる分、型枠工事の低減を図ることができる。
【００２３】
　図２に示すように、先ず、地盤１４を型枠位置まで掘削して、地山型枠１６を構築する
。ここに、地山型枠１６は、扁平基礎梁１０を構築する位置に、梁幅Ｗで格子状に掘削さ
れる。このとき、ドロップハンチ１２となる第１凹部２４は、浅く掘削され、梁端部３０
となる第２凹部２６は、深く掘削され、側壁１８となる第１凹部２４と第２凹部２６の接
合部には、鉛直面２８が形成されている。
【００２４】
　続いて、地山型枠１６の底面に捨てコンを打設する。
　続いて、地山型枠１６の内部に配筋をし、地山型枠１６の内部に、地盤１４の表面まで
、コンクリート２２を打設する（ドットで示す範囲）。
　これにより、コンクリート２２の養生を終えれば、型枠なしで、扁平基礎梁１０を構築
することができる。
【００２５】
　本実施形態とすることにより、扁平基礎梁１０により、図示しない建物からの鉛直荷重
ＰＶが、地盤１４に直接伝達される。このとき、扁平基礎梁１０は、梁幅Ｗを大きくして
、地盤１４との接地面積を確保しているので、鉛直荷重ＰＶを、扁平基礎梁１０に負担さ
せることができる。即ち、扁平基礎梁１０の鉛直支持荷重を大きくすることができる。
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【００２６】
　また、ドロップハンチ１２の両側の側壁１８に、地震時に、扁平基礎梁１０の軸線方向
に作用する水平荷重ＰＨを負担させることができる。これにより、扁平基礎梁１０の水平
支持荷重を大きくすることができる。
　なお、扁平基礎梁１０は、格子状に形成されているので、ドロップハンチ１２に、直交
２方向の水平荷重ＰＨを負担させることができる。
【００２７】
　また、扁平基礎梁１０を、要求される支持力に必要な、最小限の扁平基礎梁１０の梁幅
Ｗと、応力の大きさに応じた最小限の端部の梁成ＨＥ、中央部の梁成ＨＤで構築すること
で、躯体数量を最小限とすることができる。
　また、扁平基礎梁１０の施工に際し、ローム層等の地山型枠１６の構築に適した地盤１
４においては、地山型枠１６を利用することで型枠を省略でき、煩雑となるドロップハン
チ１２の型枠工事などを容易にすることができ、施工の手間を低減することができる。
【００２８】
　また、格子状とされた扁平基礎梁１０に囲まれた中央部には、構造体を設けないため、
躯体数量を低減できる。更に、扁平基礎梁１０に囲まれた地盤１４Ｄは、設備ピットを設
ける等に利用することができ、免震ピット内のプランの自由度を上げることができる。
　また施工時においては、扁平基礎梁１０に囲まれた地盤１４Ｄを、鉄筋などの材料置場
や、レッカー車の配置エリアとすることができ、本体構造体への荷重負担などの影響がな
いことから、本体構造体の、施工時の補強を省略できる。
【００２９】
　なお、扁平基礎梁１０は、平面視が格子状の場合について説明したが、扁平基礎梁１０
は、建物に対応して構築されるものであり、建物の構造により、平面視が格子状に構築さ
れていない部分が存在してもよい。
　また、ドロップハンチは、扁平基礎梁１０の底面から、底面と平行に、一段で切り欠く
構成で説明したが、これに限定されることはなく、鉛直荷重ＰＶを支持できれば、底面と
平行に、複数段に分けて切り欠く構成としてもよい。また、鉛直面２８は、平面部を鉛直
方向（仰角＝９０°）へ向けた構成で説明したが、これに限定されることはなく、応力の
大きさに応じて、仰角を９０°より小さな角度としてもよい。
【００３０】
　また、扁平基礎梁１０の梁幅Ｗは、３ｍ～４ｍ程度に構築されていると記載したが、こ
れは一例であり、梁幅は、鉛直荷重ＰＶの大きさや地盤１４の強度等で決定されるもので
あり、上記値より大きくても、小さくてもよい。
　また、扁平基礎梁１０は、良好な地盤のみでなく、軟弱な地盤であっても構築できる。
この場合には、地盤１４を予め地盤改良等しておくことで、長期許容支持力の確保を可能
とし、地山型枠の形成、基礎梁の構築が可能となる。
【００３１】
（第２実施形態）
　図３を用いて、第２実施形態に係る基礎構造について説明する。
　第２実施形態に係る基礎構造は、扁平基礎梁３２の交差部３２Ｅを、杭２０で支持する
点において、第１実施形態と相違する。相違点を中心に説明する。
【００３２】
　図３に示すように、扁平基礎梁３２は、第１実施形態で説明した扁平基礎梁１０と同じ
構成である。しかし、扁平基礎梁３２の交差部３２Ｅの下には、杭２０が埋め込まれてい
る。杭２０は、既成杭でも、現場打ち杭でもよく、外径Ｄで形成され、必要な支持力が確
保される深さまで埋め込まれている。また、杭２０の杭頭は、扁平基礎梁３２の交差部３
２Ｅに呑み込まれている。これにより、杭２０が、鉛直荷重ＰＶの一部を支持することが
できる。
【００３３】
　本構成とすることにより、杭２０により、図示しない建物の鉛直荷重ＰＶが、杭２０と
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扁平基礎梁３２とに分担して負担される。この結果、杭２０を、杭２０のみで支持する場
合に比べ、小さくすることができる。また、鉛直荷重ＰＶが大きくても、鉛直荷重ＰＶを
支持することができる。
　また、水平荷重ＰＨの場合も同様に、扁平基礎梁３２に形成されたドロップハンチ１２
と、杭２０で、分担して負担することができる。これにより、大きな水平荷重ＰＨに耐え
ることができる。
【００３４】
　なお、図示は省略するが、杭２０に替えて、地盤改良体を扁平基礎梁３２の交差部３２
Ｅに構築してもよい。これにより、鉛直荷重ＰＶを、地盤改良体と扁平基礎梁３２とに分
担して負担させることができる。
　また、地盤改良体は、扁平基礎梁３２の交差部３２Ｅの下部のみでなく、扁平基礎梁３
２の下部に連続して構築してもよい。これにより、建物の鉛直荷重ＰＶが大きくても、地
盤改良体と扁平基礎梁３２で、大きな鉛直荷重ＰＶを支持させることができる。
　他の構成は、第１実施形態と同じであり説明は省略する。
【符号の説明】
【００３５】
　１０、３２　扁平基礎梁
　１０Ｅ、３２Ｅ　交差部
　１２　ドロップハンチ
　１４　地盤
　１４Ｄ　扁平基礎梁に囲まれた地盤
　１６　地山型枠
　２０　杭
　２２　コンクリート
　Ｐ　　建物の鉛直荷重
　ＨＥ　端部の梁成
　ＨＤ　ドロップハンチング部の梁成
　Ｗ　　梁幅
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